
静岡県教育委員会社会教育課

このリーフレットは、「平成 2４年度 家庭教育実態調査」の結果をもとに、必要と考え

られる家庭教育支援の方向性などについてまとめたものです。

中学校ＰＴＡ役員の方など、親の身近なところで家庭教育を支援する機会のある方に、

ぜひ参考にしていただければと思います。

「平成 24 年度 家庭教育実態調査」結果から

みんなで支える家庭教育
～広げよう、家庭教育支援の輪～

みんな持っている悩みや不安を、深刻化させないこ

とが大切です。

【平成 24 年度家庭教育実態調査とは】

(1) 調査地域／静岡県全域 (全 35 市町から 25 市町を抽出)

(2) 調査対象／中学校 2 年生の保護者 2,345 人 (35 人×67 学級を想定) ※回収数 1,985

(3) 調査方法／選択肢方式、全 19 問

(4) 調査時期／平成 24 年７月

１ 家庭教育・子育てへの意識

Ｑ 子育ての中で、悩んだり不安になったりすることがありますか？
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Ｑ 子どもの家庭教育に

ついては？

Ｑ「悩んだり不安になったり

する理由」は？
・自分の子育てが正しいかどうか

自信が持てない。

・忙しく、余裕を持って子どもに

接することができない。

約６割

家庭教育ができていると感じてい

る親でも、子育てについて悩みや不

安を持っていることがわかります。



親の身近なところで、身近な人による支援が必要です。

Ｑ 今後参加したいのは、どのようなことですか？

Ｑ アドバイスを受けたり、学習することができたりするなら

どんなこと？

２ 人との接点 ～親が求めているもの～

Ｑ これから子育てについて相談するならどのような人？

Ｑ 子育てについて、家族以外で話を聞いてもらえる人はいますか？

母…いる 92.7％ いない 7.0％

父…いる 58.7％ いない 40.0％

気持ちを理解して、

話を聞いてもらうこと

不安や悩みの相談

地域の中の、親同士の仲間づくりや

情報交換

家庭教育・子育てに関する冊子、

リーフレット等からの情報収集

インターネットなどからの情報収集

人との接点
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こんなことが求められています
○親同士や、親と地域の方とのつながりを深める活動

○普段思っていることや、悩み・不安などを気軽に話せる場の設定

例えば、ＰＴＡの活動をちょっとだけ工夫して‥‥
・参観日の懇談会で、親同士の交流会を設定してみる

・保護者が集まる学校行事（体育大会、学習発表会、参観会など）

の機会に、気軽に立ち寄れる「おしゃべり相談所」を準備する

・保護者向けの講座や講演会の中に、親同士が交流し、仲間づくり

や情報交換する場を設ける など

親が「集い、つながり、学ぶ」ことで、

悩みや不安が軽くなったり、家庭教育に自信が持てたりします。

みんなで支え合いましょう。

Ｑ 子育ての中で、悩んだり不安になったりすることが

ありますか？

地域とのつながりは、家庭教育によい影響を与えて

います。

多くの親が抱えている小さな悩み・不安の深刻化

を防ぐために、身近な地域の中で、身近な人によ

る、親により添う支援が求められています。

３ 地域とのかかわり

親の身近な支えに

～広げよう、家庭教育支援の輪～

住民のつながりが深く、

近所のつき合いがさかんな地域

住民のつながりがあり、地域の行事の

時はみんなで取り組むような地域

近所のつながりがあまりなく、地域の

行事への取り組みも低調な地域

近所とはお互いにかかわらない

雰囲気がある地域
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【 お問合せ先 】

静岡県教育委員会社会教育課
〒４２０-８６０１ 静岡市葵区追手町９番６号

ＴＥＬ ０５４-２２１-３１１５ ＦＡＸ ０５４-２２１-３３６２

メール kyoui_shakyo@pref.shizuoka.lg.jp

「平成 2４年度 家庭教育実態調査」の全調査項目、結果報告書等は

社会教育課ホームページに掲載されています。

県社会教育課ホームページ「OPEN！社会教育の扉」

アドレス http://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/kk-080/

みんなで支え合うために
静岡県では、平成 25 年度にワークシートをつくります！

大切なのは、話し合いを通して共感を深めること、

そして出会いをきっかけにネットワークが広がることです。

「家庭の日」とは、家族が一緒に過ごし、コミュニケーション

を深めるための日のことです。県では、月に一度は家族で「家庭

の日」を設けることを呼び掛けています。それぞれのご家庭に合

った「家庭の日」を自由に考え、過ごし方を工夫してください。

どんなワークシートなの？
ＰＴＡ研修会や学級懇談会、家庭教育学級など、親が集まり、

交流する時に使います。どんな時使うの？

「親の心構え」「しつけやマナー」「子どものほめ方、しかり方」

「善悪の判断」など、家庭教育に関する内容です。幼児版、小

学生版、中学生版の３つに分かれています。
どんな内容なの？

子育てや家庭教育の悩みや不安が減ります！

子育てや家庭教育のアドバイスがもらえます！

親同士のつながりができ、仲間が増えます！

ワークシートを使うことで

意見がたくさん出て、話し

合いが深まります！

ワークシートに自分の考えや意見を書き込みます。その後、

ワークシートの流れに沿って数人のグループで話し合いをし

ます。

どんな使い方をするの？

家庭教育の基本は、家族のコミュニケーション！


